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概要 

 ＸＲＤによる極点測定ではＥＢＳＤと異なりｄｅｆｏｃｕｓの問題があります。 

   ｄｅｆｏｃｕｓは、測定２θ角度、受光スリット幅、照射ビームの高さに依存しております。 

   特に、照射ビームの高さ（Ｓｃｈｕｌｚスリット幅）に起因しています。 

   従来は複数のＳｃｈｕｌｚスリットが用意されていたが、最近は１ｍｍに固定されている。 

   粒径の粗い材料の場合、照射エリアを拡大し平均化測定が望ましい場合があります。 

   エリア拡大方法は試料の搖動測定が望ましいが、照射ビームの高さ方法調整でも可能である。 

   平均化を重視するか、ｄｅｆｏｃｕｓを重視するかの選択になる。 

   では、実際の解析でｄｅｆｏｃｕｓの影響を調べてみます。 

   手順は、アルミニウムＨ材をＬａｂｏＴｅｘで解析を行い結果極点図をＥｘｐｏｒｔする事から 

   開始する。Ｅｘｐｏｒｔされた極点図は完全極点図でＥｒｒｏｒは含まれていません。 

   次に完全極点図から極点図の中心からＰｓｉ（α）＝７５度を切り出す。不完全極点図７５ 

   次に不完全極点図７５に対し逆ｄｅｆｏｃｕｓ計算を行う。Ｐｏｌｅ７５ｄｅｆｏｃｕｓ 

   このＰｏｌｅ７５ｄｅｆｃｏｕｓに対し 

  完全極点図 

  ７５度極点図 

  逆ｄｅｆｏｃｕｓ 

   処理なしＯＤＦ解析 

   ｄｅｆｏｃｕｓ補正ＯＤＦ解析 

   Ｒｐｐ処理ＯＤＦ解析 

  の 

  ｅｒｏｒｒ 

ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ（ｅｕｌｅｒ角度幅可変体積） 

積分ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ(ｅｕｌｅｒ角度幅固定ＢＯＸ) 

を比較してみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｅｒｒｏｒ算出 

 ＯＤＦ解析後、入力極点図と計算極点図比較 

  ＬａｂｏＴｅｘの場合、極点図をＥｘｐｏｒｔし、ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦで確認 

  （ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦの場合、ＯＵＴＰＵＴ１．ＴＸＴのＥｒｒｏｒ＝？？？） 
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積分ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ(ｅｕｌｅｒ角度幅固定（１５ｄｅｇで計算）ＢＯＸ) 

  

 



完全極点図 
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積分ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ(ｅｕｌｅｒ角度幅固定（１５ｄｅｇで計算）ＢＯＸ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



不完全極点図（α＝７５） 

Ｅｒｒｏｒ 

  

ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ（ｅｕｌｅｒ角度幅可変体積） 

  

積分ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ(ｅｕｌｅｒ角度幅固定（１５ｄｅｇで計算）ＢＯＸ) 
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積分ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ(ｅｕｌｅｒ角度幅固定（１５ｄｅｇで計算）ＢＯＸ) 

  



ｄｅｆｏｃｕｓ補正あり 
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積分ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ(ｅｕｌｅｒ角度幅固定（１５ｄｅｇで計算）ＢＯＸ) 

  

 

 



まとめ 
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ＢＯＸ 

 

 

 ＢＯＸモードがｄｅｆｏｃｕｓありなしに関わらず安定した値を巣メスが、 

なぜかＢｒａｓｓの乱れが認められる 


